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研究成果の概要（和文）：本課題では、欧米において近代の社会変化の初段階を見晴るかす鍵となっている「神
話」が、日本文化においても社会を映す鏡として文学史・文化史・地域文化研究に資するものであるという点を
より明確にした。狭義の神話だけではなく、さまざまな分野に現れる「神話」の伝統や要素の検証を行ない、
「神話」の普遍的な影響力を明らかにするとともに、ローカルなものとして「神話」が社会との関連のなかで形
作られていく動きを詳らかにすることができた。また積極的かつ継続的に国際学会に参加し、日本の地域伝承や
スーパーヒーロー映画の分析を報告し意見交換することで、ローカル／グローバルの両面から「神話」概念につ
いて再考することができた。

研究成果の概要（英文）：The research clarified the significance of myths, the stories reflected the 
milieu of people now living or once lived. Japanese mythology is still read exclusively as religious
 material in most cases, while European myths are regarded as a forbearer of secular narratives. 
This gap leads the research attempts so far in Japan to sever and tuck myths into the separated 
areas.  Through the multiple disciplines, thus, this research comprehensively reconsidered how myths
 functioned to inspire people and form their discourses for conceiving their own lives more 
consciously. Each analysis, such as the one focusing on the description of some local temple's 
origin or the 21st-century superheroes, jointly elucidates that the tide of modernisation itself is 
the key to answering why people tell the myths throughout history. Mythology works not just to 
inherit the local memory but also to subsume others within the same nation by forging a national 
tradition, but it sometimes transcends the borders.

研究分野： 英文学

キーワード： 神話　神話学　ミュトス　多文化共生　多文化主義　ナショナリズム　文学　アダプテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで分断されてきた「神話」概念を、語る対象は違えども同じ「過去」の「語り直し」の行為として再検討
し、日本における「神話」研究および文学史研究の発展に寄与したほか、越境文化研究としても各領域へ貢献す
ることができた。また国内外の研究者とのネットワークをさらに拡張することで、2019年11月には国際シンポジ
ウムの開催が実現した。一般より多数の参加があったフロアからも質問や今後の研究継続のご要望も寄せられ、
社会還元の面からも有意義なイベントとなった。この時の議論をテーマとした新たな論集『人はなぜ神話〈ミュ
トス〉を語るのか』（文学通信）の出版が決定し、2022年度中の刊行が見込まれている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、「神話」とは何か、という根源的な問いを出発点とし、とりわけこの概念が有する

文化的・社会的意義を包括的にとらえ直そうとする試みであった。欧米においては「神話」によ
って、少なくとも ①「社会の世俗化」、②「比較神話学にもとづくナショナリズム発揚」、③「『神
話』の再創作による多文化共生社会の創出」という、近代以降の社会における３つの動きを容易
に辿ることができるが、我が国においては訳語がもたらす先入観の問題もあり、②に関心が集中
する一方、①の影響が曖昧となっていた。そのため、グローバル化が叫ばれて久しい今日におい
ても、欧米の研究動向との乖離が大きかった。本研究は、日本独自の社会状況・文化状況も踏ま
えつつも、この断絶をできる限り解消し、今日の社会において「神話」ひいては文学・人文学が
果たす普遍的役割そのものを明らかにすることで、社会の理想の表象としての「神話」を再評価
しようとするものであった。 
世界的に「神話」研究がもっとも熱をおびたのは、近年では 1970 年代にさかのぼる。M・エ

リアーデの流行も傾注に値するが、本課題ともっとも関連するのはジャン・セズネックによる
『神々は死なず——ルネサンス芸術における異教神』（髙田勇訳、美術出版社、1977 年）であろ
う。同書は中世に一度は忘れられていたかに見えた異教の神々がいかに「生き残った」のかを明
らかにしている。原著出版当初の 1940 年英国では関心がそれほど集まらなかったものの、70 年
代に学際的な「神話」への注目が高まるにつれ、その評価も上昇したことが訳者あとがきでも指
摘されている（434-444 頁）。日本語の「神話」の定義は、ほとんどの「神話学」研究書が冒頭
でその明文化を放棄し、さまざまな「神」が出現する各地域文学を比較するに終始する傾向があ
るが、ある文化そのものの中で複数の神話が語り直されながら生き続けるという、多文化間の相
互影響関係への注視は、今日の文学の社会的意義を明らかにするうえで有用であり、欧米の 70
年代以降の「神話学」研究書も基本的にこの視点を採用している（e.g. Burton Feldman and 
Robert D. Richardson, Jr. eds., The Rise of Modern Mythology, 1680-1860, Indiana University 
Press, 1972）。本研究ではこのような、「神」そのものがその文化固有の存在として社会に影響
するのではなく、「神」を「語る」行為こそが文化を形成するという、欧米の現時点での共通理
解を出発点として、日本語における「神話」概念との断絶を解消し、包括的な「神話」を論じる
ことをめざした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ヨーロッパ諸言語における「神話」（ギリシャ語の “muthos” からの派生語によっ

てあらわされる）と、その輸入語であるはずの日本語の「神話」概念の違いに着目し、「神の物
語」ではない「神話」の可能性を、下記の論点をふまえつつ、国内外の諸事例から究明すること
を目的として設定した。 

 
① 国内の「神話研究」の問題点の検証： 

欧米諸語では「伝説」などの「架空文学」を包含する概念であるのに対し、日本語では「神
話」はもっぱら「『神』の物語」であると解されがちであった。また、欧米においては近代以
降「神話」は（フロイトらの例を引くまでもなく）人文学の諸領域から心理学にいたるまで、
多様な分析の鍵となる文化的要素として、大きな役割を果たしてきた一方、我が国における
「神話研究」は、たとえば荷田春満らに代表される近世国学における神道祭祀の確立のため
の記紀神話研究として、または、いわゆる「文明開化」の一環として流入してきたギリシャ
古典などの神話との比較研究として注目を集めて以降は、さほど大きな進展が見られなかっ
た。20 世紀後半からは国粋主義回帰への懸念もあり、「日本の神話」について語ることが半
ば忌避され、世界的な「神話」の研究動向との断絶は、以降、看過されざるを得なかった。
こうした断絶は、とりわけ今日の文学研究を著しく阻害するものであって、たとえば明治期
に輸入され、日本の「神話」研究でいまでもかならず参照されるマックス・ミュラーの学説
は（あえて現在の文脈に落としこんで批判すれば）帝国主義時代の社会進化論を支える博物
学的興味にすぎず、その後の比較神話学以外の論点を踏まえてゆくことが急務であった。 

 
② 日本文学における他文化の「神話」の利用の意義の解明： 

英語圏においては一つの大きな文化的（文学的）伝統をなすものとして「神話」と世俗文学
が接続されている一方、日本においては、記紀神話と日本の世俗文学の関係性という系譜へ
の注目がうすいだけではなく、結果としてグローバル化以降の自由な「他文化」の引用もま
た、とるに足らないものと見なされがちであるという問題点があった。じっさいには、政府
によるコンテンツ産業支援として 2009 年文化庁メディア芸術祭のマンガ部門大賞に、北欧
サガの再創作である幸村誠『ヴィンランド・サガ』（講談社）が選ばれるなど、日本文学にお
ける他文化の「神話」の利用は、欧米と遜色のない頻度・範囲で行なわれ、また大衆文化と
して人気を博してもいることから、こうした乖離は早急に解消されるべきであった。 

 



③ 海外の「神話」研究の最新状況のフォロー： 
諸外国の神話研究においても、たしかにドイツで成立した近代神話学の影響力は認められて
おり、文学史の各論として「神話」利用に言及した研究蓄積もある程度存在するものの、共
時的な「神話」への興味に基づく創作活動は充分に横断的に検討されてはいなかった。21 世
紀の大衆文化における「神話」利用についても、ハリウッド映画のファンタジーブームや「ス
ーパーヒーロー」作品の量産など、まさに 2010 年代以降は英米で急速に関心が高まってお
り、ゆえに、日本も含めた「神話」の語り直しが持つ時代・地域に縛られない社会的意義は、
各文学史においても、世界的にとらえられるべき文学潮流においても、大きな意義を持つも
のとして研究の対象として着目されるべきであった。 

 
３．研究の方法 
 「神話」を通して明らかになる近代以降の社会の動向について、我が国では欧米と比してとく
に、「社会の世俗化」との関係が十全に明らかにされていなかった。また「神話」の意義がはる
かに包括的に認められている欧米においても、その「再創作」についての研究は依然として発展
の途上にあった。したがって本課題は以下の３段階に従って考察を進める手法を採った。 
 

I.  「神話」概念の「世俗化」過程の解明 
II.  世俗的「神話」文学の再創作とその社会的意義の解明 
III. 現代における「神話」概念の役割とその影響力の解明 

 
I. については、現代の文学では、「神話」は（宗教上のものとしても国民国家の文脈でも）「聖
典」と必ずしも結びつかないことを、各時代の「他文化」の神話の影響、またはその積極的な利
用という観点から実証した。II. については大衆文化においてさかんに再創作される「神話」
が、個々人もしくは多様化する社会の理想像（もしくは、世俗化する社会への反動）として表象
されている点に着目した分析を行なった。III. 最後に、こうした地域／時代横断的な再創作の
試みとの接続を意識しながら、各分担者の専門領域（下記に詳述する）から「神話」概念を再考
し、近代以降の「神話」概念のもつ普遍的な役割を明らかにすることを試みた。これまでさまざ
まに分断されてきた「神話」概念を、語る対象は違えども同じ「過去」の「語り直し」の行為と
して再検討することで、とりわけ日本文学史における「神話」研究および文学史研究の発展に寄
与するほか、越境文化研究としても一定の成果を見込むことができた。 
 
 
４．研究成果 
本研究課題の代表者・分担者・連携研究者・研究協力者が参加した論集である勉誠出版の『「神

話」を近現代に問う』が、本課題の採択と前後して刊行されたが、この論集は地域間の個別研究
を時系列に並べたという性格がつよく、分節的な議論に留まっている部分が大きかった。したが
って本研究課題では、とりわけ欧米において近代の社会変化の初段階を見晴るかす鍵となって
いる「神話」が、日本文化においても社会を映す鏡として文学史・文化史・地域文化研究に資す
ることをより明確にしてゆくため、同書の合評会を行なうところから着手した。とりわけ、研究
目的の①に挙げた「国内の「神話研究」の問題点の検証」については、合評会や研究会での議論
によって、代表者・分担者・連携研究者・研究協力者の各専門分野における視角の違いや語義の
相違についての議論を深めていくことができた。これにより、「特定の国家と結びついた個別の
神話（群）の構造比較にとどまらず、時代と時代、社会と社会をつなぐ文化装置としての「神話」
の力」（清川祥恵「総論 「神話」を近現代に問う」、『「神話」を近現代に問う』7 頁）の存在を、
本課題参加者の共通認識として確立し、その土台に基づいて研究内容を発展させてゆくことが
できた。 
またこうした「「神話」の力」の実態を明らかにするために、狭義の神話だけではなく、さま

ざまな分野に現れる「神話」の伝統や要素の検証を行なった。これは目的で述べた②「日本文学
における他文化の「神話」の利用の意義の解明」のための作業にも該当する。参加研究者のうち、
日本をフィールドにする者はもちろんのこと、国外を主たる研究対象とする者も、比較の観点か
ら、あるいはより大きな文化の邂逅・流入の構図への着目によって、「神話」の普遍的な影響力
を明らかにするとともに、他方でローカルなものとして「神話」が人為的に形作られていく動き
と社会の関係性を詳らかにすることを試みた。 
目的の③「海外の「神話」研究の最新状況のフォロー」については、代表者・分担者が積極的

かつ継続的に国際学会 International Association for Comparative Mythology での成果発表を
行なうなどし、最新の動向について意見を交換することができた。日本の地域伝承の事例やスー
パーヒーロー映画の分析を取り扱うことで、ローカル／グローバルの両面から「神話」について
再考する大きな契機となった。また、学会等での交流を元に国内外の研究者とのネットワークを
さらに拡張することで、2019 年 11 月には国際シンポジウム「『マヤ文明』と『日本神話』：近代
知が紡ぐ地の『記憶』」の実施が実現した。同シンポジウムは、近代学知を底流に持ち、今はな
き祖先の「記憶」を想像／創造し、語るものとしての日本神話とマヤ文明に焦点を当てたもので
あった。西洋知をすなわち近代知として受容した日本とメキシコという二つの国における事例
を、メキシコ社会人類学高等研究院のホセ・ルイス・エスカロナ・ビクトリア教授と國學院大學



の平藤喜久子教授の両名から、それぞれ「マヤ神話を仕立てる：19 世紀における新大陸文明の
断片」、「植民地主義と日本神話」と題して講演いただき、コメンテータの鋤柄史子氏からは、近
代の印刷術の発展と、帝国主義的な文化の収奪によって、原生林ではなく手入れされた庭園のよ
うに整備されていくものとしての「神話」という観点が補足された。一般より多数の参加があっ
たフロアからも、「マヤ神話」と日本の神話の類似点・相違点につき複数の質問が提出され、同
時に、当シンポジウムについて、非常に意欲的な企画であるとして、今後の研究継続のご要望も
寄せられ、社会還元の面からも有意義なイベントとなった。2021 年にはこの時の議論を中心的
なテーマとした新たな論集『人はなぜ神話〈ミュトス〉を語るのか』（文学通信）の出版が決定
し、2022 年 3 月現在校正作業が進められており、2022 年度中の刊行が見込まれている。 
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